
に
、
第
二
次
計
画
の
達
成

度
評
価
と
、
第
三
次
計
画

の
方
向
性
を
検
討
し
、
住

民
懇
談
会
、
事
業
所
向
け

の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
懇
談
会
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
の
実
施
を
経
て
策
定
し

ま
し
た
。
市
民
に
親
し
ま

れ
、
読
ま
れ
る
よ
う
、
わ

か
り
や
す
い
紙
面
構
成
な

ど
を
工
夫
し
ま
す
。
計
画

の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
区
・

自
治
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
民
、
事
業
所
の
６
つ
の

取
り
組
み
主
体
と
、
行
政

が
連
携
・
協
働
し
て
進
め

ま
す
。

問　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
情
報
把
握
は
。

答
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
判

断
基
準
が
難
し
い
が
、
民

生
委
員
独
自
の
活
動
と
し

て
、
見
守
り
を
お
願
い
し

て
い
る
。

問　

新
た
に
対
応
が
必
要

と
な
る
課
題
の
対
応
を
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
地

域
・
市
民
に
丸
投
げ
で
は

な
い
か
。

答
　
財
源
の
振
り
替
え
に

よ
っ
て
地
域
へ
の
事
業
に

変
更
す
る
の
も
、
ひ
と
つ

の
考
え
で
あ
る
。
ま
ち
協

に
関
わ
り
た
い
事
業
所
も

多
く
、
ま
ち
協
の
福
祉
部

会
な
ど
の
事
業
に
参
加
す

る
こ
と
を
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
ち
協
に
は
、
地
域

の
現
状
や
福
祉
計
画
を
認

識
し
て
、
事
業
計
画
に
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
計

画
周
知
の
た
め
に
は
、
中

学
校
区
単
位
の
説
明
会

を
開
催
し
て
、
策
定
前

の
住
民
懇
談
会
で
出
た
、

５
０
０
ほ
ど
の
意
見
を
再

確
認
し
た
い
。

全
員
賛
成
で
可
決

閉
会
中
の
調
査

継
続
中
の
案
件
で
あ
る

「
通
学
路
の
安
全
対
策
」
に

関
し
、
担
当
部
局
に
、
進

捗
状
況
と
今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て

調
査
し
ま

し
た
。

湖
南
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

保
育
の
担
い
手
を
確
保

す
る
た
め
に
、
小
規
模
保

育
所
な
ど
の
保
育
士
配
置

に
関
す
る
特
例
と
、
子
育

て
支
援
員
研
修
修
了
者
な

ど
を
活
用
す
る
特
例
に
基

づ
く
改
正
で
す
。

問　

子
育
て
支
援
員
が
、

県
の
４
～
５
日
の
研
修
で
、

保
育
士
と
同
じ
仕
事
を
す

る
の
は
不
安
で
は
な
い
か
。

答
　
小
規
模
保
育
所
と
の

協
議
は
で
き
て
い
る
。

問　

特
例
の
「
当
分
の
間
」

と
は
い
つ
ま
で
か
。

答
　
現
状
の
定
数
と
保
育

ニ
ー
ズ
の
差
が
な
く
な
っ

た
時
期
と
考
え
る
。

反
対
討
論

人
間
を
扱
う
職
場
で
緩

和
策
を
と
る
小
規
模
保
育

の
現
場
で
は
、
た
び
た
び

事
故
が
起
こ
っ
て
お
り
、

認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成
多
数
で
可
決

湖
南
市
石
部
軽
運
動
場
の

設
置
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

石
部
軽
運
動
場
内
「
な

ご
み
の
家
」
で
実
施
し
て

い

る
「

生

き

が

い

デ

イ

サ
ー
ビ
ス
」
が
、
介
護
保

険
法
の
改
正
に
よ
り
、
29

年
４
月
か
ら
地
域
総
合
事

業
に
移
行
す
る
た
め
、
使

用
料
を
徴
収
す
る
改
正
で

す
。
使
用
料
は
１
時
間

４
０
０
円
で
、
一
般
市
民

団
体
も
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
の
は
「
生
き

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
で

使
用
し
な
い
時
間
帯
で
す
。

問　

使
用
者
に
よ
っ
て
軽

減
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
の
規
定
に
合
わ
せ
て

50
％
軽
減
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
市
民
が
福
祉

目
的
で
使
用
す
る
施
設
に
、

使
用
料
を
徴
収
す
る
の
は

そ
ぐ
わ
な
い
、
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

湖
南
市
学
童
保
育
所
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

石
部
学
童
保
育
所
の
児

童
数
が
、
昨
年
11
月
の
募

集
時
点
で
78
名
と
急
増
し

た
た
め
、
石
部
保
健
セ
ン

タ
ー
と
の
２
か
所
で
運
営

す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

問　

石
部
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
期
間
は
い
つ
ま
で
か
。

答
　
医
師
住
宅
を
学
童
に

改
修
す
る
工
事
が
半
年
は

か
か
る
見
込
み
。
法
的
に
、

一
般
住
宅
を
福
祉
施
設
に

転
用
す
る
手
続
き
が
必
要

に
な
る
。

問　

西
庁
舎
の
３
・
４
階

や
、
石
部
学
童
前
の
大
塚

団
地
の
売
却
予
定
地
に
増

築
の
考
え
は
な
か
っ
た
の

か
。

答
　
検
討
し
た
が
、
西
庁

舎
は
執
務
時
間
と
学
童
の

開
所
時
間
に
ず
れ
が
あ
る
。

大
塚
団
地
は
児
童
増
の
対

応
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
、

時
期
的
に
無
理
で
あ
っ
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

湖
南
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

湖
南
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
包
括
的

支
援
事
業
の
実
施
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
主
任
介
護
支
援
専

門
員
の
資
格
更
新
時
に
、

研
修
が
義
務
付
け
ら
れ
た

た
め
の
改
正
で
す
。

問　

職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
取
り
組
み
は
。

答
　
近
隣
６
市
で
、
定
期

的
に
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
属
職
員
の
専
門

的
な
研
修
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

湖
南
市
第
三
次
地
域
福
祉

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
か
ら
33
年

度
の
計
画
で
す
。
「
実
行

す
る
計
画
」
に
す
る
た
め

福祉教育常任委員会

湖南市議会だより11


